
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

大阪府環境審議会 揮発性有機化合

物・化学物質対策部会（第４回） 参考資料３ 
平 成 １ ８ 年 ８ 月 ４ 日 

大阪府における化学物質及び揮発性有機化合物対策の体系（素案） 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

自主的取組の促進
○ 対象：ＶＯＣを製造、使用、その他の取り扱いを

行う事業者 

○ 促進方策：化学物質管理制度を活用 

※ 化学物質とＶＯＣでは、対象物質の捉え方等

考え方の異なる部分がある。 

 → ＶＯＣについては、追加的な事項が必要 
 

管理計画書等の届出におけるＶＯＣの追加事項（例） 

・ ＶＯＣ総量の把握と届出 

・ Ｈ22 年度のＶＯＣ削減目標の設定 

届出工場規制 

・大規模塗装工場 

・工場全体の許容

排出量規制 

届出施設規制 

塗装・接着・印刷・製造・洗浄・貯蔵・

出荷・給油所地下タンク・クリーニング

の一定規模以上の施設に対する排出規制

（設備構造基準、原料使用基準） 

光
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・処理装置の適正稼動状況等（届出施設） 

・ＶＯＣ排出量の把握（届出工場） 

基準遵守状況の把握、記録・保存の義務づけ 

 → 条例に追加  

・ タンクローリー：蒸気返還接続装置の設置

等の義務づけ 
・ 建築塗装：業界団体や地方公共団体への働

きかけ 

現要綱 

条例規制等 
法ＶＯＣ規制 

塗装・接着・印刷・ 

製造・洗浄・貯蔵の 

大規模施設に対する 

排出濃度規制 

揮揮揮発発発性性性有有有機機機化化化合合合物物物（（（ＶＶＶＯＯＯＣＣＣ）））対対対策策策 
（（（規規規制制制ととと自自自主主主的的的取取取組組組ののの組組組合合合せせせににによよよるるる排排排出出出削削削減減減））） 
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化学物質排出把握管理促進法 

・対象化学物質（第１種、第２種） 

・「指針」に留意した管理 

・排出量・移動量の把握と届出 

（ＰＲＴＲ制度） 

物質の取扱情報の提供 

ＳＤＳ制度） 

化化化学学学物物物質質質対対対策策策  

 

 

 

製造・取扱規

大気汚染防止
水質汚濁防止
ダイオキシン  

環境への排出

化学物質審査

ＶＯＣ排出削減目 (H22 年度）

計画の策定 

実施状況の把握・ 公表 

行政の責務（有害 染物質モニ

タリング。未対応業 の取組み等）

事業者による管理体制の構築、ＰＤＣＡ

サイクルによる自主的な管理 

新たな化学物質管理制度(府条例)

府独自制度の項目 

○ 適正管理の対象物質の拡大 

・ 取扱量等及び排出量・移動量の届出の対象とする物質 

第一種指定化学物質（ＰＲＴＲ法、３５４物質） 

 府条例対象物質の一部（３７物質） 

 揮発性有機化合物に該当する物質（５０物質＋α） 

・ 取扱量及び排出量・移動量の届出の対象としない物質 

   第二種指定化学物質（ＰＲＴＲ法、８１物質） 

   府条例対象物質の一部（１８物質） 

○ 届出項目の追加 

⇒ 管理計画書、目標達成状況等報告書、緊急事態対処

計画書、取扱量等の届出書 

○ 緊急事態発生時の措置、応急措置実施状況等の届出 

環境方針

計画(Plan)

実施 )

継 善

見直し(Action)

点検,是正

府 の見直し 

・ 現指針の見直し 

・ 管理の改善を促進する仕組み作り 

  行政の一定の関与のもとに 

自主的取組を促進 

・ 危機管理の観点の導入 

 新「化学物質適正管理指針（仮称）」  

・ 知事が指針を策定し公表 

・ 事業者の責務（指針に留意した管理） 

(Check)

大阪府生活環境の保全等に関する条
例の規制強化 
→ 規制物質にエチレンオキシドを追加 

直
接
規
制
的
手
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